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　昭和63年8月2日，用事があり朝早く研究室に行き，それを済ませて帰宅し
ました直後，当時の教務主任三神先生から電話がありました。「今政経事務室
に寄りましたら『今朝中村先生が亡なられた』とのこと，お弟子さん等の家は
遠いので申し訳ありませんが直ぐ先生宅に伺って貰えませんか」との内容のも
のでした。あまりに突飛なことですので耳を疑い聞き直した程驚愕しました。
地図の上では，先生のお宅と私の家とでは近く感ぜられますが，電車を利用す
るとなると京王線で一旦新宿に出，小田急線で新百合ケ丘駅まで行かなければ
なりませんので時間がかかりすぎると思い，大学院ドクター後期課程在籍中の
芝原氏に電話で理由を話し，直ぐ自動車で連れて行ってくれるよう依頼しまし
た。幸い直ぐ来てくれました。車中，内容も内容ですし，殆んど冗談も言わな
い真面目な三神先生のこと，こんな悪質な電話なんて到底考えられませんでし
たが，「何んとか嘘であって欲しい」と心から願っておりましたのに，私の願
いも空しく現実であることがわかった時は唯唯呆然，遺族の方々に何んとお悔
みの言葉を述べたかすら覚えておりません。
　中村先生と私とでは少し年齢も違い，専門課目も異っておりましたので，以
前は会えば挨拶を交わす程度でしたが，今の大学院の建物の620室に池田先生
と居りました時，中村先生が来られてから親しくさせていただきました。この
研究室は比較的狭まかったとはいえ，窓の開閉に多少不便を感ずるものの，窓
に面して机を三つ並べることが出来ましたので，二人の間に机を置くように話
したのですが最後まで遠慮され，部屋の中程に机を置かれ，そこで何時も本を
読まれたり，論文の下書でしょうか，図や文章を書いて居りましたが，私が遅
れて入りますと，突然研究をやめ，必ずお茶を注いで下されました。お茶位自
分で飲みますからやめるよう断ったのですが「これ位のことは後輩にやらせて
下さい」と言って聞き入れて下されませんでした。その後池田先生は他の砥究
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室に移られましたが，中村先生とは新研究棟に移るまで同室させていただきま
した。
　昭和46年3月，突然中村先生が私の家に初めて来られました。最初のうちは
お茶を飲みながら雑談ばかり言ってなかなか用件を言いませんので，私の方か
ら「何か用があって来られたのではないのですか」と聞きますと，本当に話し
にくそうな顔をされ「実は今住んで居る公団住宅には一生住むつもりはないの
で適当な土地を探していたが，やっと見つかりましたので手に入れようと思い
ましたが，手持金が少し足りないので，学校に教職員住宅資金貸付けの申請を
しようと係の所に行きましたところ，連帯保証人が必要とのこと，しかも連帯
保証人の条件は（1）申請者と同等以上の所得者であること（2）現在学校から借りて
無い人とのこと。どなたにお願いしようか迷いましたが結局先生にお願いに
伺ったのですが，絶対御迷惑は掛けませんから保証人になっていただけません
か」とのこと。そんなことならと快諾しました。後日研究室でお茶を飲みなが
ら雑談していましたら，途中一枚の図面を出され，「実はこんな家を建てたい
のですが，今度は不足分を銀行から借りたいと思いますので，また保証人になっ
ていただけませんか」とのこと，再度快諾しますと「これでやっと自分の家に
住むことが出来る」と大変喜ばれました。その時の笑顔は今でも忘れることが
出来ません。家が完成されると，招待して下さるため，わざわざ自動車で迎え
に来て下されました。
　お話しによりますと，中村先生は毎年のように，弟子や教え子等と猿ガ京温
泉に行かれるとのこと，よい温泉ですから一度御一緒しませんかと再三お誘い
下されたのですが，どちらかというと，山菜料理より海の幸を好む方でしたの
で，その度毎に曖昧な返事をしていたのですが，去年に限って「夏休中に伊豆
方面に旅行しませんか」と言われましたので「夏休みの終り頃行きましょう」
と漠然とした日取りだけを決め，具体的な計画が煮つまる前に亡くなってしま
い，今となっては，共に旅する機会が永遠に無くなってしまったことが心残り
でなりません。
　昭和63年5月だったと思います。この時は予め電話連絡があり私の家に来ら
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れました。カバンから一枚の紙を取り出し「以前大学から土地購入資金借用の
際，保証人になっていただいた債務保証書が返還されましたのでお返しに来た
『返還もれ』のため遅れて申し訳ない」ということでした。「あとは建築資金
の返済だけになってよかったですね」と言うと，「それももう直ぐ終りますので，
それが返済出来れば，名実共に自分の家になる」と喜こんでおりましたのに，
あれから約3カ月後に亡くなられるなんて，人生の優さをしみじみと感じさせ
られてしまいました。
　去年の12月，明早戦（ラグビー）の応援に行きました。近くに旗を大きく振っ
て応援している一団が居りました。よく見ますと「中村賢一郎ゼミナール」と
書かれたゼミ旗でした。きっと先生の分まで応援しているのだろうと思いまし
たら，知らず目頭が熱くなりました。
　最後になりましたが，中村先生の御冥福をお祈りすると共に，先生の御恩に
報いるためにも，弟子の長峰先生が，一日も早く指導教授の中村先生を越える
程の立派な学者になられることを祈念してやみません。
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